






















吉 田 典 生
形状記憶効果は,熱弾性型マルテンサイト変態を示す合金に一般にみられる性質で,マルテ
ンサイト状態で変形したのち温度を上げて母相状態にすると変形前の形にもどるというもので
ある｡この現象は,学問的にも実用的にも非常に興味深いもので,発見されて以来約 30年を
経た今日では,その機構 も明らかになり,実用化も進みつつある｡この実用化の際には,機械
的性質を知ることは重要であるし, またそれ以上に,この合金がマルテンサイ ト状態では通常
の金属のような転位のすべりによる変形とはまったく違う機構 (マルテンサイトの再配列,マ
ルテンサイト中の双晶界面の移動)で変形するということから,その機械的性質に興味がもた
れる｡特に疲労については,通常の金属のような転位の堆積による疲労破壊の現象は発生しな
いと考えられ興味深いが,その研究は始まったばかりでまだ混沌とした状況である｡ 本研究で
は,TiNiと共に実用化されつつあるCuZ.nAl合金の多結晶試料を用いて引張試験,疲労試
験を行い,疲労組織を電子顕微鏡で調べ,疲労挙動を明らかにしようとした｡ 疲労試験の結果
は次のようになった｡くり返し変形を加えると,疲労硬化がおこり,硬化の程度は最初急激で
あるが, その後は飽和してほとんど硬化しなくなる｡硬化が飽和した状態での歪みと疲労寿命
との関係を調べると,同じ歪みでの疲労寿命はマルテンサイト変態開始点 (0℃)から40℃
までは大差ないが,マルテンサイ ト状態では試験温度が低下するにしたがって疲労寿命がのび
る｡マルテンサイ ト状態での疲労組織を観察すると,転位密度が増加 し,特徴的な転位構造も
みられ,さらに転位どうしの相互作用あるいは,マルテンサイ トと転位との相互作用が観察さ
れるが,通常の金属にみられるセル構造のような割れの核になる転位の堆積した組織は形成さ
れておらず,結局,破壊は一般に粒界からはじまっていた｡
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